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St.10     St.5’      St.9’ 

図 7.10(4) サンゴ礁生態系構成要素の経年変化
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表 7.8(1) 調査結果概要 

 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 

サンゴ類 

･ユビエダハマサン 
が優占。 

･台風の波浪やＨ19 年
度の白化の影響によ
り被度 25％から 15％
に減少、Ｈ24 年度に
は 20％に増加。 

･かつてはコモンサン
ゴ属（樹枝状）が優占。 
･台風の波浪やＨ19 年
度の白化によって、Ｈ
20 年度以降にはサン
ゴ類の確認なし。 

･サンゴ類の確認なし。 

･コモンサンゴ属（樹枝
状）が優占。 
･Ｈ15, 19 年度に白化
を確認。 
･Ｈ22 年度以降、被度
は著しく増加し、Ｈ24
年度には被度 80%へ
と増加。 

･Ｈ13 年度はコモンサ
ンゴ属（樹枝状）が被
度 70%で優占。 
･Ｈ15 年度の白化とＨ
18 年度の台風以降、
サンゴ類の被度は 5%
未満と低下。 

･被度 5％未満。 
･大きな変化はみられ
なかった。 

･ハマサンゴ属（塊状）
がで優占。 
･Ｈ15, 19 年度に白化
を確認したが、Ｈ23
年度以降増加し、Ｈ24
年度には、出現種類数
の増加や稚サンゴの
加入に伴い被度 30%
に増加。 

海藻草類 

･ホンダワラ類が被度
5％で分布。 
･大きな変化はみられ
なかった。 

･ホンダワラ藻場 
･リュウキュウスガモ
がＨ20 年度から被度
5％未満で出現。 
･Ｈ23 年度以降からタ
マキレバモク、ホンダ
ワラ属を主としたホ
ンダワラ藻場が増加
し、Ｈ25 年度には被
度 20％で分布。 

･リュウキュウスガモ、
リュウキュウアマモ
等で構成される海草
藻場。 
･Ｈ18 年度には台風に
よって被度が一時的
に低下。その後、増加
し、Ｈ25 年度には
70％に回復。 

･海草類やホンダワラ
類が被度 5％で分布。 
･Ｈ20 年以降確認され
なくなった海草類が
Ｈ25 年度に再出現。 

･海草類やホンダワラ
類が被度 5％未満で
分布。 
･サンゴ類の減少とと
もに、無節サンゴモ類
が増加。 

･ホンダワラ類が被度
10％、海草類が被度
25％で構成される混
成藻場。 
･Ｈ13 年度から藻場と
して安定した状況を
維持。 

･ホンダワラ類が被度
5％未満で分布。 
･出現種類数に大きな
変化はなかった。 
 

魚類 

･ベラ科、ブダイ科魚類
の個体数が減少傾向
だが、出現種類数や主
要種に大きな変化は
みられなかった。 

･サンゴ類の消失に伴
い、サンゴ類に依存す
るスズメダイ科魚類
が減少傾向。 
･出現種類数は減少傾
向。 

･出現種類数や主要種
に大きな変化はみら
れなかった。 

･出現種類数や主要種
に大きな変化はみら
れなかった。 

･サンゴ類の減少に伴
いサンゴ類に依存す
るスズメダイ科やベ
ラ科魚類の出現種類
数、個体数が漸減。 

･主要種に大きな変化
はみられなかった。 

･出現種類数、個体数に
大きな変化はみられ
なかった。 

大型底生動物 
･出現種数や主要種に
大きな変化はなかっ
た。 

･Ｈ18 年度以降、ナガ
ウニ属が減少し、アナ
エビ属やオウギガニ
科が増加傾向。 

･Ｈ19 年度以降、イワ
カワハゴロモが減少
傾向、海綿動物門が増
加傾向。 

･サンゴ食生物のシロ
レイシダマシ類が増
加傾向。 
･出現種類数に大きな
変化はみられなかっ
た。 

･出現種類数は過去最
多水準。 
･主要種に大きな変化
はみられなかった。 

･アナエビ属、苔虫動物
門が増加傾向。 
･主要種に大きな変化
はみられなかった。 

･出現種類数はＨ25 年
度に過去最多水準。 
･ムカデガイ科、シロレ
イシダマシ類が増加
傾向。 
･主要種に大きな変化
はみられなかった。 

環境変化 
･Ｈ15 年度の白化 
･Ｈ15～18 年度の台風 
･Ｈ19 年度の白化 

･Ｈ15 年度の白化 
･Ｈ15～18 年度の台風 
･Ｈ19 年度の白化 

･Ｈ15～18 年度の台風 
 

･Ｈ19 年度の白化 
･Ｈ15 年度の白化 
･Ｈ15～18 年度の台風 

- - 

海底状況 
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表 7.8(2) 調査結果概要 

 St.8 St.9 St.10 St.5’ St.9’ 

サンゴ類 
･被度 5％未満。 
･大きな変化はみられなか
った。 

･Ｈ15 年度以前にはチヂミウ
スコモンサンゴやコモンサ
ンゴ属（樹枝状）が優占。 
･Ｈ15 年度の白化や台風時の
波浪影響によりＨ19 度年度
以降は被度が 5%未満に低下。 

･Ｈ13年度にはアオサンゴと
コモンサンゴ属（樹枝状）
が優占。 
･Ｈ15年度の白化や台風時の
波浪で、コモンサンゴ属（樹
枝状）は消失。 
･Ｈ19 年度以降、ユビエダハ
マサンゴが増加し、その後
は被度 10％で推移。 

･被度は 5%未満で推移。 
･Ｈ19 年度の白化では、70％が
白化していたが、その後に回
復した群体がみられ、被度は
概ね変わらず、大きな変化は
みられなかった。 

･Ｈ19 年度にはチヂミウスコ
モンサンゴが優占で被度は
15%。 
･Ｈ19 年度の白化により、Ｈ
21 年度以降は 5%未満で推
移。 

海藻草類 

･ホンダワラ属を主とする
ホンダワラ藻場。 
･ホンダワラ藻場の被度は、
Ｈ18 年度の 25％からＨ25
年度には 50％と増加傾向。 

･カサモクを主とするホンダ
ワラ藻場。 
･Ｈ22年度の被度 5％未満から
Ｈ25 年度には 10％と増加傾
向。 
･サンゴ斃死後に露出した岩
盤上に生育するウスユキウ
チワ等が増加傾向。 

･カサモクを主とするホンダ
ワラ類が被度 5％で分布。 
･出現種類数や多様度指数に
大きな変化はみられなかっ
た。 

･海草類、ホンダワラ類が被度
5％未満で分布。 
･サンゴ類の減少に伴い、無節
サンゴモ類やアミジグサ属、
ウスユキウチワが増加。 
 

･カサモクを主とするホンダ
ワラ藻場。 
･Ｈ20 年度の被度 5％未満か
らＨ25 年度には 10％と増加
傾向。 
･サンゴ類の減少に伴い、ウス
ユキウチワが増加。 

魚類 
･出現種類数や主要種に大
きな変化はみられなかっ
た。 

･出現種類数や主要種に大き
な変化はみられなかった。 

･出現種類数、主要種に大き
な変化はみられなかった。 

･出現種類数は過去最多水準。 
･主要種に大きな変化はみら
れなかった。 

･出現種類数は過去最多水準。 
･主要種に大きな変化はみら
れなかった。 

大型底生動物 
･出現種類数に、大きな変化
はみられなかった。 

･サンゴ食生物のシロレイシ
ダマシ類は、サンゴ類の減少
に伴いＨ20 年度以降減少。 

･Ｈ20 年度以降、シロレイシ
ダマシは確認なし。 
･出現種類数や主要種に大き
な変化はみられなかった。 

･Ｈ19 年度以降、サンゴヤドカ
リ属が減少。 
･出現種類数に、大きな変化は
みられなかった。 

･サンゴヤドカリ属やクモヒ
トデ綱の個体数が減少。 
･サンゴ食巻貝であるシロレ
イシダマシはサンゴ類被度
の低下に伴い、減少。 

環境変化 - 
･Ｈ15 年度の白化 
･Ｈ15～18 年度台風 

･Ｈ19 年度の白化 

･Ｈ15 年度の白化 
･Ｈ15～18 年度台風 

･Ｈ19 年度の白化 

･Ｈ19 年度の白化 ･Ｈ19 年度の白化 

海底状況 
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② 海域生物の生息環境である SS、COD、栄養塩類、赤土等の堆積量（SPSS）等 

【 水温 】 

梅雨明け後（6 月）は 28～29℃台、台風期（10 月）は 27℃台、秋季(11 月）は

19～24℃、冬季(3月)は 21℃台であった。 

 

【 水素イオン濃度(pH）】 

8.1～8.3 であり、環境基準（7.8～8.3）を満たしており、過年度の変動範囲内で

あった。 

 

【 溶存酸素量（DO）】 

梅雨明け後（6 月）には 6.1～7.0mg/L、台風期（10 月）には 6.3～7.7mg/L、秋

季（11月）には 6.8～7.4mg/L、冬季(3 月)には 6.8～7.2mg/L であった。台風期の

St.5、10 で環境基準（7.5mg/L 以上）を除き、環境基準を満たしていなかったが、

沖縄周辺海域は水温が高く、一般的に酸素が溶け込みにくい特性があるためと考え

られた。 

 

【 n-ヘキサン抽出物質（油分等）】 

過年度と同様、定量下限値（0.5mg/L）未満であり、環境基準（検出されないこ

と）を満たしていた。 

 

【 大腸菌群数 】 

8～110MPN/100mL であり、環境基準（1,000MPN/100mL 以下）を満たしており、過

年度の変動範囲内であった。。 

 

【 化学的酸素要求量（CODMn）】 

定量下限値（0.5mg/L）未満～1.3mg/L であり、環境基準（2mg/L 以下）を満たし

ており、過年度の変動範囲内であった。。 

 

【 全りん（T-P） 】 

0.005～0.009mg/L であり、環境基準（0.02mg/L 以下）を満たしており、過年度

の変動範囲内であった。 

 

【 全窒素（T-N） 】 

0.06～0.14mg/L であり、環境基準（0.2mg/L 以下）を満たしており、過年度の変

動範囲内であった。 

 

【 浮遊物質量（SS） 】 

定量下限値（1mg/L）未満～3mg/L であった。梅雨明け後の St.5、7 で 3mg/L を示

し、当該地点における過年度の変動範囲を 1mg/L 上回ったものの、その他の地点は

変動範囲内にあり、概ね過年度と同程度と考えられる。 
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【 塩分 】 

34.0～34.7 であり、過年度の変動範囲内であった。 

 

【 SPSS 】 

平成 25 年度は、2.9～110kg/m3の範囲にあり、ランクは 3～6 であった（概ね 5b

以下）。最も高いランク 6 を示したのは、梅雨明け後の St.3、4、5、冬季の St.3、

4 であり、最大値は、梅雨明け後の St.3 であった。各調査期において相対的に高い

値は St.3～7 でみられることが多く、梅雨明け後及び冬季に高い傾向であった。 

当該海域は、通年北向きの流れが卓越している。SPSS が高い傾向を示した St.3

～7 は、轟川前面から北側のリーフ内の澪筋上に位置するため、北向きの流れによ

り、轟川からの赤土等懸濁物が運搬される。また、主に SPSS の高い時期が梅雨明

け後及び冬季であり、いずれも調査時期が出水後であったことから、当該海域の

SPSS は、主に轟川からの赤土等の懸濁物が堆積したと考えられる（図 7.11）。 

 

 

 

図 7.11 SPSS の経年変化（St.3～7） 
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全窒素（T-N）              全りん（T-P）                浮遊物質量（SS） 

                                               凡例 

 

 

 

 

塩分                底質中懸濁物質含量（SPSS） 

図 7.12(1) 季節毎の水質調査結果（梅雨明け後）
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                                               凡例 

 

 

 

  

塩分              底質中懸濁物質含量（SPSS） 

図 7.12(2) 季節毎の水質調査結果（夏季）
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 大腸菌群数               n-ヘキサン抽出物質             化学的酸素要求量（CODMn） 

 

 

 

 

  

全窒素（T-N）               全りん（T-P）               浮遊物質量（SS） 

                                               凡例 

 

 

 

  

塩分               底質中懸濁物質含量（SPSS） 

図 7.12(3) 季節毎の水質調査結果（秋季）
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水温                水素イオン濃度（pH）              溶存酸素量（DO） 

 

 

 

 

 

 大腸菌群数               n-ヘキサン抽出物質             化学的酸素要求量（CODMn） 

 

 

 

 

 

全窒素（T-N）               全りん（T-P）                浮遊物質量（SS） 

                                                凡例 

 

 

 

 

塩分               底質中懸濁物質含量（SPSS） 

図 7.12(4) 季節毎の水質調査結果（冬季） 

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

H13 干潮
H13 満潮
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

7.7

7.9

8.1

8.3

8.5

8.7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

St.No

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

℃

St.No

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

0.0

0.5

1.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

0

50

100

150

200

250

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

M
P

N
/
1
0
0
m

l

St.No

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

0.000

0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

0.030

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

m
g/

L

St.No

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

kg
/
m

3

St.No

31.0

32.0

33.0

34.0

35.0

36.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

St.No



 263 

③ SS 連続観測調査 

 

図 7.13 調査地点（SS連続観測） 
 

轟川では、浮遊物質量の急激な上昇が、降雨やそれに伴う水位上昇とよく対応した

（図 7.14）。海域においては、台風や前線などの影響で波が高まった時期に、高波浪

による海底砂及び赤土等堆積物の巻き上げと考えられる浮遊物質量の上昇がみられ

た。また、轟川河口前面海域の St.S3 においては、轟川の増水に対応して浮遊物質量

の上昇と塩分の低下がみられた場合もあり、これは轟川から流れ出た河川水の影響と

考えられる。 

6 月 20 日の大雨では大量の赤土が轟川から流出して海底に堆積したとみられ

（図 7.15�(1)）、7 月に台風 7 号が接近し攪乱されるまでの間は、St.S3 では巻き上

がりによる濁りが測定された（図 7.15(2)）。

K1 

S3 

S1 
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注) 水色の破線は降雨と各測定項目の対応を表す。 

図 7.14 浮遊物質量の測定結果（Ｈ25年 5月） 
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注) 水色の破線は降雨と各測定項目の対応を表す。 

 

図 7.15(1) 浮遊物質量の観測結果（調査時期：Ｈ24年 6月） 
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注) 水色の破線は降雨と各測定項目の対応を表す。 

 

図 7.15(2) 浮遊物質量の観測結果（調査時期：Ｈ25年 7月） 
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④ 沿岸域の栄養塩類等 

調査ライン毎の調査結果は、図 7.16 に示すとおりである。 

 

【塩分】 

塩分は 14.8～34.9 であり、過年度調査と同程度であった。 

 

【化学的酸素要求量（CODMn）】 

化学的酸素要求量は 0.8～3.5mg/L であった。梅雨明け後の L-3～5 の 0m 点で環

境基準（2mg/L 以下）を上回った。梅雨明け後の L-3 の 0m 点で 2.6mg/L、L-4 の 0m

点で 3.4mg/L、L-5 の 0m 点で 3.5mg/L を示し、当該地点における過年度の変動範囲

をそれぞれ 0.5mg/L、0.9mg/L、0.6mg/L 上回ったが、SS が高かったことから底質の

巻き上げによると考えられる。これら以外については変動範囲内にあり、総じて過

年度と同程度であった。 

 

【全窒素（T-N）】 

全窒素は 0.07～4.9mg/L であった。各調査時期とも L-4～6 の 0m 点で環境基準

（0.2mg/L 以下）を上回り、過年度と同様に轟川河口に近い L-5 や L-6 で高い傾向

がみられた。環境基準を超えた地点では塩分が低かったことから、轟川の河川水の

影響と考えられる。T-N は全調査地点について変動範囲内にあり、過年度と同程度

であった。 

 

【亜硝酸性窒素】 

亜硝酸性窒素は、梅雨明け後の L-5 の 0m 点で 0.005mg/L、台風期の L-6 の 0m 点

で 0.009mg/L、冬季の L-6 の 0m 点で 0.006mg/L を示し、これ以外は定量下限値

（0.005mg/L）未満と低かった。L-6 の 0m 点においては台風期に過年度の変動範囲

を 0.002mg/L 上回ったものの、総じて過年度と同程度であった。 

 

【硝酸性窒素】 

硝酸性窒素は定量下限値（0.01mg/L）未満～1.3mg/L の範囲にあり、過年度と同

程度であった。L-5 や L-6 で相対的に高い値がみられることも、過年度の傾向と類

似していた。 

 

【全りん（T-P）】 

全りんは 0.004～0.035mg/L の範囲にあった。各測線とも梅雨明け後の 0m点にお

いて高く、環境基準（0.02mg/L 以下）を上回り、総じて 0m 点に比べて 100m 点で低

い傾向であった。 
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【浮遊物質量（SS）】 

浮遊物質量は、定量下限値（1mg/L）未満～49mg/L であり、過年度と同様に 0m

点に比べて 100m 点で低い傾向がみられた。梅雨明け後の L-2 の 100m 点で 10mg/L、

L-3 の 0m 点で 24mg/L、L-4 の 0m 点で 37mg/L、L-5 の 0m 点で 49mg/L、台風期の L-1

の0m点で14mg/Lを示し、各地点における過年度の変動範囲をそれぞれ8mg/L、7mg/L、

6mg/L、28mg/L、2mg/L 上回った。塩分やシリカの値から、淡水影響は過年度と同程

度と考えられることから、これは底質の巻き上げによるものと考えられる。これら

以外のについては変動範囲内にあり、総じて過年度と同程度であった。 

 

【シリカ（SiO2）】 

シリカは 0.03～2.6mg/L であり、各地点の過年度の変動範囲を僅かに下回ってい

たが、総じて過年度と同程度であった。L-6 で相対的に高い値がみられることも、

過年度の傾向と類似していた。 
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注）環境基準値は 2mg/L 以下、定量下限値は 0.5mg/L である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(1) 沿岸域の栄養塩類等調査（化学的酸素要求量 CODMn） 
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注）環境基準値は 0.02mg/L 以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(2) 沿岸域の栄養塩類等調査（全リン T-P） 
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注）環境基準値は 0.2mg/L 以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(3) 沿岸域の栄養塩類等調査（全窒素 T-N） 
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注）定量下限値は 0.5mg/L である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(4) 沿岸域の栄養塩類等調査（浮遊物質量 SS） 
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図 7.16(5) 沿岸域の栄養塩類等調査（塩分） 
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図 7.16(6) 沿岸域の栄養塩類等調査（シリカ SiO2） 
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注）環境基準値は 10mg/L 以下、定量下限値は 0.01mg/L である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(7) 沿岸域の栄養塩類等調査（硝酸性窒素 NO3-N） 
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注）環境基準値は 10mg/L 以下、定量下限値は 0.005mg/L である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.16(8) 沿岸域の栄養塩類等調査（亜硝酸性窒素 NO2-N） 
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⑤ 海と川とを行き来する魚介類調査 

ｱ） 魚類確認状況 

魚介類は計 67種が確認され、St.1（下流側）において 47 種、St.2（上流側）におい

て 36 種と上流側の St.2 より下流側の St.1 において出現種数が多かった。調査方法別

では、St.1 においては、目視観察で 30 種、採集（小型定置網、刺網、手網、投網等）

で 37 種が、St.2 においては、目視観察で 26 種、採集で 24 種が確認された。分類群別

では、ハゼ科が最も多く 27 種が確認され、次いで、ボラ科 5 種、ヨウジウオ科 4 種の

順であった（表 7.10）。 

 

表 7.9 確認された魚介類例 

St.1
(下流)

St.2
(上流)

ﾎｿｵﾋﾞﾔｸｼﾏｲﾜｼ(ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科) ｵﾆﾋﾗｱｼﾞ(ｱｼﾞ科) ｼﾏﾋｲﾗｷﾞ(ﾋｲﾗｷﾞ科)

ｵｷﾌｴﾀﾞｲ(ﾌｴﾀﾞｲ科) ﾐﾅﾐｸﾛｻｷﾞ(ｸﾛｻｷﾞ科) ｵﾆｶﾏｽ(ｶﾏｽ科)

ｵｵｳﾅｷﾞ(ｳﾅｷﾞ科) ﾕｺﾞｲ(ﾕｺﾞｲ科) ﾋﾒﾊｾﾞ(ﾊｾﾞ科)  
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表 7.10(1) 魚介類出現種一覧（経年） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成25年度

St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2

番号 目 科 種 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流

目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集

1 ｶﾗｲﾜｼ ｲｾｺﾞｲ ｲｾｺﾞｲ ○

2 ｳﾅｷﾞ ｳﾅｷﾞ ｵｵｳﾅｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｳﾅｷﾞ属 ○

4 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ﾘｭｳｷｭｳﾄﾞﾛｸｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾄﾞﾛｸｲ属 ○ ○

6 ｺｲ ｺｲ ｺｲ ○ ○

7 ｷﾝﾒﾀﾞｲ ｲｯﾄｳﾀﾞｲ ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ ○

8 ﾄｹﾞｳｵ ﾔｶﾞﾗ ｱｵﾔｶﾞﾗ ○

9 ﾖｳｼﾞｳｵ ｱﾐﾒｶﾜﾖｳｼﾞ ○

10 ｶﾜﾖｳｼﾞ ○ ○ ○ ○

11 ｲｯｾﾝﾖｳｼﾞ ○

12 ﾃﾝｸﾞﾖｳｼﾞ ○ ○ ○

13 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ｾｽｼﾞﾎﾞﾗ ○

15 ｺﾎﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ﾀｲﾜﾝﾒﾅﾀﾞ ○ ○ ○ ○

17 ｶﾏﾋﾚﾎﾞﾗ ○ ○

18 ﾅﾝﾖｳﾎﾞﾗ ○ ○

19 ﾓﾝﾅｼﾎﾞﾗ ○

20 ﾎﾞﾗ科 ○ ○ ○ ○ ○

21 ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾎｿｵﾋﾞﾔｸｼﾏｲﾜｼ ○ ○

22 ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科 ○

23 ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ ○ ○ ○ ○

24 ﾀﾞﾂ ｻﾖﾘ ｺﾓﾁｻﾖﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ｽｽﾞｷ ﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○

26 ﾅﾝﾖｳﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ○ ○

27 ｾｽｼﾞﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○ ○

28 ﾊﾅﾀﾞｶﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ○

29 ﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ属 ○ ○

30 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ｱﾏﾐｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ ○

32 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 ○

33 ｱｼﾞ ｲｹｶﾂｵ ○

34 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 ﾛｳﾆﾝｱｼﾞ ○ ○ ○ ○ ○

36 ｵﾆﾋﾗｱｼﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ属 ○ ○

38 ﾋｲﾗｷﾞ ｼﾏﾋｲﾗｷﾞ ○ ○ ○

39 ｲﾄﾋｷﾋｲﾗｷﾞ ○

40 ﾌｴﾀﾞｲ ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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表 7.10(2) 魚介類出現種一覧（経年） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成25年度

St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2

番号 目 科 種 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流

目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集

41 ｽｽﾞｷ ﾌｴﾀﾞｲ ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ ○ ○

42 ｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ ○

43 ｲｯﾃﾝﾌｴﾀﾞｲ ○ ○

44 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ｸﾛｻｷﾞ ｾﾀﾞｶｸﾛｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 ｲﾄﾋｷｻｷﾞ ○ ○

47 ﾐﾅﾐｸﾛｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○

48 ｸﾛｻｷﾞ属 ○ ○

49 ｲｻｷ ｸﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ ○

50 ﾀｲ ﾅﾝﾖｳﾁﾇ ○ ○

51 ﾐﾅﾐｸﾛﾀﾞｲ ○ ○ ○

52 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ ﾏﾄﾌｴﾌｷ ○

53 ﾋﾒﾂﾊﾞﾒｳｵ ﾋﾒﾂﾊﾞﾒｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○

55 ｶﾜｽｽﾞﾒ ｶﾜｽｽﾞﾒ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｼﾏｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○

57 ｵﾔﾋﾞｯﾁｬ ○

58 ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○

59 ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○

60 ｼﾏｲｻｷ ｺﾄﾋｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 ﾆｾｼﾏｲｻｷ ○

62 ﾕｺﾞｲ ｵｵｸﾁﾕｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 ﾕｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 ﾒｼﾞﾅ ｵｷﾅﾒｼﾞﾅ ○

65 ｶﾜｱﾅｺﾞ ﾀﾅｺﾞﾓﾄﾞｷ ○ ○

66 ﾁﾁﾌﾞﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 ｵｶﾒﾊｾﾞ ○

68 ｶﾜｱﾅｺﾞ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ﾀﾒﾄﾓﾊｾﾞ ○

70 ﾀﾒﾄﾓﾊｾﾞ属 ○

71 ﾎｼﾏﾀﾞﾗﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 ﾊｾﾞ ﾋｹﾞﾜﾗｽﾎﾞ ○ ○ ○ ○

73 ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 ﾊｽｼﾞﾏﾊｾﾞ ○ ○

75 ﾏﾂｹﾞﾊｾﾞ ○

76 ｶﾏﾋﾚﾏﾂｹﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○

77 ｻﾙﾊｾﾞ属 ○ ○

78 ｳﾁﾜﾊｾﾞ ○ ○ ○

79 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞｺﾞﾏﾊｾﾞ ○ ○

80 ﾐﾂﾎﾞｼｺﾞﾏﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○  
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表 7.10(3) 魚介類出現種一覧（経年） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成25年度

St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2

番号 目 科 種 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流

目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集 目視 採集

81 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ｺﾞﾏﾊｾﾞ属 ○ ○ ○

82 ｲﾝｺﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 ﾏｻｺﾞﾊｾﾞ ○

84 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 ﾀﾈｶﾜﾊｾﾞ ○ ○

86 ﾅｶﾞﾉｺﾞﾘ ○ ○

87 ﾉﾎﾞﾘﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 ﾋﾅﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 ｸﾓﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 ｸﾛｺﾊｾﾞ ○

91 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ ○

92 ﾋﾄﾐﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○

93 ｱｺﾞﾋｹﾞﾊｾﾞ ○ ○

94 ｽﾀﾞﾚｳﾛﾊｾﾞ ○

95 ｲﾜﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○

96 ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ ○

97 ﾌﾀｽｼﾞﾉﾎﾞﾘﾊｾﾞ ○

98 ｽｽﾞﾒﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○

99 ﾆｾﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ ○

100 ﾋﾒﾊｾﾞ ○ ○

101 ﾐﾅﾐﾋﾒﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○

102 ﾋﾒﾊｾﾞ属 ○ ○

103 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ ｻﾂｷﾊｾﾞ ○

104 ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○

105 ｱｲｺﾞ ｱﾐｱｲｺﾞ ○

106 ｺﾞﾏｱｲｺﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 ﾆｻﾞﾀﾞｲ ｼﾏﾊｷﾞ ○

108 ｸﾛﾊｷﾞ ○

109 ｶﾏｽ ｵﾆｶﾏｽ ○ ○ ○ ○

110 ｶﾚｲ ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ科 ○

111 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｵｷﾅﾜﾌｸﾞ ○ ○ ○

112 ｽｼﾞﾓﾖｳﾌｸﾞ ○ ○ ○ ○

113 ｶｽﾐﾌｸﾞ ○

114 ﾓﾖｳﾌｸﾞ属 ○

地点別・方法別確認種数 19 7 23 15 15 16 23 17 20 30 12 21 29 40 19 11 30 37 26 24

28 55 25

42 38 58 67 67

47 36地点別確認種数

年度別確認種数

24 29 26 30 43
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ｲ）生息状況 

魚介類は、その生活型から、水野・後藤（1987）により 5つに、前田・立原（2006）により

7つに区分した(表 7.11)。 

平成 25 年度調査において確認された魚介類 67 種の内訳は、「純淡水魚」が 1種、「降河回遊

魚」が 3種、「両側回遊魚」が 9種、「周縁性淡水魚」が 54 種であった（表 7.10）。 

過年度の魚介類全体の出現種数としては、平成 19年度は 42種、平成 20 年度は 38 種、平成

21 年度は 58 種、平成 22 年度は 67 種と増加傾向にあり、平成 25 年度は前回調査と同数の 67

種であった（図 7.17）。 

重要な種については、平成 25年度の 2地点において、7～11種が確認された。平成 19年度

から平成 22 年度においては、地点別に 1～8 種が確認されており、平成 25 年度は過年度に比

べて増加した(表 7.13)。また、確認された重要な種の生活型は、通し回遊魚（降河回遊魚、

両側回遊魚）や周縁性淡水魚であり、過年度と同様の生活型区分の種が確認された。種別では、

「降河回遊魚：B.海で産卵し、河川で成長すると考えられる種」のオオウナギが上流側の St.2

で採集され、「周縁性淡水魚：E. 成魚と幼魚が感潮域中流部に定住し、海域で浮遊期を過ごす

と考えられる種」のコモチサヨリ、ホシマダラハゼは、過年度から引き続き確認された

（表 7.12�）。また、本年度新たに確認された重要な種は、「両側回遊魚：C.成魚と幼魚が主に

淡水域に分布し、海域で浮遊期を過ごすと考えられる種」のタメトモハゼ属、「両側回遊魚：

D.成魚と幼魚が淡水域と感潮域の両方に広く分布し、海域で浮遊期を過ごすと考えられる種」

のニセシマイサキ、「周縁性淡水魚：E. 成魚と幼魚が感潮域中流部に定住し、海域で浮遊期を

過ごすと考えられる種」のアミメカワヨウジ、アゴヒゲハゼ、ニセツムギハゼであった。 

重要な種以外で汽水域において主に確認される出現魚類については、過年度に引き続き平成

25 年度に主な分類群であるハゼ科やボラ科等の同様の種が確認された(表 7.14)。生活型別に

は、河川淡水域までを利用する種として、「降河回遊魚：B.海で産卵し、河川で成長すると考

えられる種」のユゴイ、オオクチユゴイ、「両側回遊魚：C.成魚と幼魚が主に淡水域に分布し、

海域で浮遊期を過ごすと考えられる種」のナガノゴリ、「両側回遊魚：D.成魚と幼魚が淡水域

と感潮域の両方に広く分布し、海域で浮遊期を過ごすと考えられる種」のチチブモドキ等が確

認された。汽水域を広く利用する種として、「周縁性淡水魚：E.成魚と幼魚が感潮域中流部に

定住し、海域で浮遊期を過ごすと考えられる種」のアマミイシモチ、インコハゼ、「周縁性淡

水魚：F.主に海に住むが、幼魚等が感潮域を中心に河川を広く利用する種」のボラ、コボラ、

ゴマフエダイ等が確認された。これらの回遊魚は継続的に確認されており、主な魚類の生息状

況に大きな変化はみられなかった。 

海域と河川域を行き来する回遊性魚類としては、通し回遊魚（降河回遊魚、両側回遊魚）と

周縁性淡水魚が当てはまり、今年度は種類の割合が全体の 99％であった(図 7.18)。過年度も

95～98％が当該回遊性魚類であったことから、轟川における魚類相は維持されていると考えら

れる。 
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表 7.11 生活型区分 

注）引用文献 

水野・後藤（1987）、日本の淡水魚． 

前田・立原（2006）、沖縄島汀間川の魚類相．沖縄生物学会誌、第 44 号． 
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図 7.17 魚類出現種類数（経年） 

 

 

 

水野・後藤（1987）による区分 前田・立原（2006）による区分 

純淡水魚 
一生を淡水中でおくる魚。海水中では生

存できない魚 

A．一生を主に河川淡水域で過ごす種 

通
し
回
遊
魚 

降河 

回遊魚 

生活環の大部分を淡水域で生活し、産卵

のために川を下り海へ降下する魚 

B．海で産卵し、河川で成長すると考えら

れる種 

遡河 

回遊魚 

生活環のほとんどの時期を海で生活し、

産卵のために海から川へ遡上する魚 
－ 

両側 

回遊魚 

海から川への遡上が産卵のためにでは

なく生活環のある一定の発育段階にお

こり、生活環のほとんどの時期を川で生

活する魚 

C．成魚と幼魚が主に淡水域に分布し、海

域で浮遊期を過ごすと考えられる種 

D．成魚と幼魚が淡水域と感潮域の両方に

広く分布し、海域で浮遊期を過ごすと

考えられる種 

周縁性 

淡水魚 

元来は海産魚だが河口の汽水域で生活

する、又は一時的に淡水域に侵入する魚 

E．成魚と幼魚が感潮域中流部に定住し、

海域で浮遊期を過ごすと考えられる種 

F．主に海に住むが、幼魚等が感潮域を中

心に河川を広く利用する種 

G. 主に海に住み、河口域にも出現する種 
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表 7.12(1) 確認された種の生活区分 
生活型

水野・後藤（1986）

番号 目 科 種 通し回遊魚

H19 H20 H21 H22 H25 H19 H20 H21 H22 H25

1 カライワシ イセゴイ イセゴイ ○ F ○

2 ウナギ ウナギ オオウナギ ○ ○ ○ ○ ● B ●

3 ウナギ属 ○ B* ○

4 ニシン ニシン リュウキュウドロクイ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ F ●

5 ドロクイ属 ○ ○ F* ○

6 コイ コイ コイ ○ ○ A

7 キンメダイ イットウダイ ウケグチイットウダイ ○ G* ○

8 ヨウジウオ ヤガラ アオヤガラ ○ G* ○

9 トゲウオ ヨウジウオ アミメカワヨウジ ● E* ●

10 カワヨウジ ○ ○ ● ● E ●

11 イッセンヨウジ ● C ●

12 テングヨウジ ○ ● D ●

13 ボラ ボラ ボラ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● F ●

14 セスジボラ ● F ●

15 コボラ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ F ●

16 タイワンメナダ ○ ○ ● F* ●

17 カマヒレボラ ○ ● F* ●

18 ナンヨウボラ ○ ○ F* ○

19 モンナシボラ ○ F* ○

20 ボラ科 ○ ○ ○ ○ ○ F or G* ○

21 トウゴロウイワシトウゴロウイワシ ホソオビヤクシマイワシ ○ ● F* ●

22 トウゴロウイワシ科 ○ G* ○

23 カダヤシ カダヤシ カダヤシ ○ ○ ● A

24 ダツ サヨリ コモチサヨリ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E* ●

25 スズキ タカサゴイシモチ タカサゴイシモチ ○ ○ ○ E* ○

26 ナンヨウタカサゴイシモチ ○ ● E* ●

27 セスジタカサゴイシモチ ○ ● ○ ○ ● E* ●

28 ハナダカタカサゴイシモチ ○ E* ○

29 タカサゴイシモチ属 ○ ○ E* ○

30 テンジクダイ アマミイシモチ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E ●

31 ミヤコイシモチ ● G* ●

32 テンジクダイ科 ○ E or F or G* ○

33 アジ イケカツオ ○ F ○

34 ギンガメアジ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● F ●

35 オニヒラアジ ○ ○ ○ ● ○ F ●

36 ロウニンアジ ○ ○ ● ○ F ●

37 ギンガメアジ属 ○ ○ F or G* ○

38 ヒイラギ イトヒキヒイラギ ○ F* ○

39 シマヒイラギ ○ ○ ● F ●

40 フエダイ ゴマフエダイ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● F ●

確認地点/年度

上流

●

○

純淡

水魚

St.1
周縁性

淡水魚
降河

回遊魚
両側

回遊魚

前田・立原
（2006）下流

St.2

 
 



 

284 

表 7.12(2) 確認された種の生活区分 
生活型

水野・後藤（1986）

番号 目 科 種 通し回遊魚

H19 H20 H21 H22 H25 H19 H20 H21 H22 H25

41 スズキ フエダイ ニセクロホシフエダイ ○ ○ F ○

42 クロホシフエダイ ○ F ○

43 イッテンフエダイ ○ ● G ●

44 オキフエダイ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● F ●

45 クロサギ セダカクロサギ ○ ○ ○ F* ○

46 イトヒキサギ ○ ○ F ○

47 ミナミクロサギ ○ ○ ○ ● F ●

48 クロサギ属 ○ ○ F or G* ○

49 イサキ クロコショウダイ ○ F ○

50 タイ ナンヨウチヌ ○ ○ F* ○

51 ミナミクロダイ ○ ○ ○ F ○

52 フエフキダイ マトフエフキ ○ G ○

53 ヒメツバメウオ ヒメツバメウオ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E* ●

54 チョウチョウウオ トゲチョウチョウウオ ○ G ○

55 カワスズメ カワスズメ属 ○ ○ ○ ○ A

56 スズメダイ シマスズメダイ ○ G ○

57 オヤビッチャ ○ G ○

58 リボンスズメダイ ○ E ○

59 スミゾメスズメダイ ○ ○ ○ ● E ●

60 シマイサキ コトヒキ ○ ○ ○ ○ ● F ●

61 ニセシマイサキ ● D* ●

62 ユゴイ オオクチユゴイ ○ ○ ○ ○ ○ ● B ●

63 ユゴイ ○ ○ ○ ○ ● B ●

64 メジナ オキナメジナ ○ G* ○

65 カワアナゴ ホシマダラハゼ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E* ●

66 チチブモドキ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● D ●

67 オカメハゼ ○ E ○

68 カワアナゴ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C or D or E* ○

69 タナゴモドキ ○ ○ C* ○

70 タメトモハゼ ○ C ○

71 タメトモハゼ属 ● C* ●

72 ハゼ ミナミトビハゼ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E ●

73 ヒゲワラスボ ○ ● ○ E ●

74 ハスジマハゼ ● E* ●

75 マツゲハゼ ● E ●

76 カマヒレマツゲハゼ ○ ● E ●

77 サルハゼ属 ○ ○ E* ○

78 タネカワハゼ ● C ●

79 アゴヒゲハゼ ● E* ●

80 スダレウロハゼ ● E* ●

確認地点/年度

前田・立原
（2006）

St.1 St.2
純淡

水魚

周縁性

淡水魚
下流 上流 降河

回遊魚
両側

回遊魚

○
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表 7.12(3) 確認された種の生活区分 
生活型

水野・後藤（1986）

番号 目 科 種 通し回遊魚

H19 H20 H21 H22 H25 H19 H20 H21 H22 H25

81 スズキ ハゼ イワハゼ ○ ○ ● C* ●

82 ヒトミハゼ ○ ○ ● ● E ●

83 ツムギハゼ ● E ●

84 マサゴハゼ ● E* ●

85 スナゴハゼ ○ ○ ● ● E ●

86 インコハゼ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E ●

87 クモハゼ ○ ○ ○ ● E ●

88 ヒメハゼ ● E ●

89 ミナミヒメハゼ ○ ○ ○ ● E ●

90 ヒメハゼ属 ○ ● E ●

91 ノボリハゼ ○ ○ ○ ● ○ ○ E ●

92 ヒナハゼ ○ ○ ○ ○ ● D ●

93 フタスジノボリハゼ ○ E ○

94 ニセツムギハゼ ● E* ●

95 スズメハゼ ○ ○ ● E* ●

96 クロコハゼ ● E ●

97 マングローブゴマハゼ ○ ○ E ○

98 ミツボシゴマハゼ ○ ● ○ ○ ● E ●

99 ゴマハゼ属 ○ ○ ● E* ●

100 ウチワハゼ ○ ● E ●

101 ゴクラクハゼ ○ C ○

102 ナガノゴリ ○ ● C ●

103 オオメワラスボ サツキハゼ ○ E ○

104 クロホシマンジュウダイ クロホシマンジュウダイ ○ ○ ○ ○ ○ F ○

105 アイゴ アミアイゴ ○ G ○

106 ゴマアイゴ ○ ○ ○ ● ○ ○ F ●

107 ニザダイ シマハギ ○ G ○

108 クロハギ ○ F ○

109 カマス オニカマス ○ ○ ● F ●

110 カレイ ダルマガレイ ダルマガレイ科 ○ G* ○

111 フグ フグ オキナワフグ ○ ● F ●

112 スジモヨウフグ ○ ● F ●

113 カスミフグ ● F ●

114 モヨウフグ属 ○ F* ○

30 28 45 57 49 35 32 30 27 38 - ● 1 3 9 54

- 計 7 8 15 96

確認地点/年度

前田・立原

（2006）

St.1 St.2
純淡

水魚

周縁性

淡水魚
下流 上流 降河

回遊魚

両側

回遊魚

61
確認種類数 魚類

89  
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表 7.13 重要な種の出現状況経年変化 

生活型 重要種の区分（指定および選定状況）

水野・後藤（1986） 法的規制

番号 種 通し回遊魚

H19 H20 H21 H22 H25 H19 H20 H21 H22 H25

1 オオウナギ ○ ○ ○ ○ ● B ● 減少

2 コイ ○ ○ A LP

3 アミメカワヨウジ ● E* ● EN

4 カマヒレボラ ○ ● F* ● DD

5 モンナシボラ ○ F* ○ DD

6 コモチサヨリ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E* ● NT

7 ナンヨウタカサゴイシモチ ○ ● E* ● VU

8 ハナダカタカサゴイシモチ ○ E* ○ DD

9 ナンヨウチヌ ○ ○ F* ○ NT NT

10 ニセシマイサキ ● D* ● CR CR

11 ホシマダラハゼ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E* ● VU

12 タナゴモドキ ○ ○ C* ○ EN 危急 EN

13 タメトモハゼ ○ C ○ EN EN

14 タメトモハゼ属 ● C* ● NT DD

15 ヒゲワラスボ ○ ● ○ E ● VU

16 ハスジマハゼ ● E* ●

17 アゴヒゲハゼ ● E* ● CR CR

18 スダレウロハゼ ● E* ● DD

19 イワハゼ ○ ○ ● C* ●

20 マサゴハゼ ● E* ● VU EN

21 ニセツムギハゼ ● E* ● DD

22 スズメハゼ ○ ○ ● E* ●

23 マングローブゴマハゼ ○ ○ E ○ EN

1 3 3 7 7 4 6 5 8 11 - ● 0 1 3 12

- 計 1 1 5 16
確認種類数 0 19 2 7

10 17

確認地点/年度

St.1

下流

St.2

上流
純淡
水魚

前田・立原
（2006）

○

周縁性
淡水魚降河

回遊魚
両側
回遊魚

環境省
RL

注3）

水産庁
注4）

天然
記念物
注1）

種の
保存法
注2）

沖縄県
RDB
注5）

0
 

 

注）1．前田・立原（2006）による生活型区分において、*印の付いた種は、前田・立原（2006）に記載されていない種であり、他の文献等を参考に生活型を判断した。 

2. 甲殻類（軟甲綱）の生活型については、魚類に準じて、「純淡水性」と「海域と河川域（陸域）を行き来する生活型」に区分した。 

3. 重要な種の区分（指定及び選定状況）の凡例を以下に示す。凡例には選定されていない区分も示した。 

1）天然記念物『昭和 25 年法律第 214 号「文化財保護法」』 

特別 ：国指定特別天然記念物  県  ：県指定天然記念物  天然 ：国指定天然記念物  市町村：市町村指定天然記念物 

2）種の保存法『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成 4 年 6 月 5 日 法律第 75 号）』 

国内：（国内希少野生動植物種）本邦に生息し又は生育する絶滅の恐れのある野生動植物の種。国際：（国際希少野生動植物種）国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種。 

3）環境省 RL ：「第４次レッドリストの公表について｣（平成 24 年 8 月 28 日記者発表、環境省）もしくは「第４次レッドリストの公表について（汽水・淡水魚類）｣（平成 25 年 2 月 1 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

CR+EN(絶滅危惧Ⅰ類)：絶滅の危機に瀕している種 CR(絶滅危惧ⅠA 類)：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 

EN(絶滅危惧ⅠB 類)：絶滅の危機に瀕している種のうち、A 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの VU(絶滅危惧Ⅱ類)  ：絶滅の危険が増大している種 

NT(準絶滅危惧)    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種 DD(情報不足)      ：評価するだけの情報が不足している種 

LP(地域個体群)    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

4）水産庁 RDB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁，平成 12 年） 

絶滅危惧：絶滅の危機に瀕している種・亜種。 危急  ：絶滅の危険が増大している種・亜種。 希少  ：存続基盤が脆弱な種・亜種。 減少  ：明らかに減少しているもの。 減少傾向：長期的に見て減少しつつあるもの。 

5）沖縄県 RDB：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－植物編－」（平成 18 年、沖縄県）もしくは「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－、（沖縄県、平成 17 年 11 月）」に記載されてい

る種及び亜種 

CR+EN(絶滅危惧Ⅰ類) ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 CR(絶滅危惧ⅠA 類)  ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

EN(絶滅危惧ⅠB 類)  ：沖縄県では A 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの VU(絶滅危惧Ⅱ類)   ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 NT(準絶滅危惧)      ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

DD(情報不足)      ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 LP(絶滅のおそれのある地域個体群)：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 
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表 7.14 主要な種の出現状況経年変化 

生活型

水野・後藤（1987）

番号 種 通し回遊魚

H19 H20 H21 H22 H25 H19 H20 H21 H22 H25

1 ｵｵｸﾁﾕｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ● B ●
2 ﾕｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ● B ●
3 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ ○ C ○
4 ﾅｶﾞﾉｺﾞﾘ ○ ● C ●
5 ﾁﾁﾌﾞﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● D ●
6 ﾋﾅﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ● D ●
7 ｱﾏﾐｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E ●
8 ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ● E ●
9 ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ E ●
10 ｲﾝｺﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E ●
11 ﾉﾎﾞﾘﾊｾﾞ ○ ○ ○ ● ○ ○ E ●
12 ﾐﾂﾎﾞｼｺﾞﾏﾊｾﾞ ○ ● ○ ○ ● E ●
13 ｾｽｼﾞﾀｶｻｺﾞｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ● E* ●
14 ﾋﾒﾂﾊﾞﾒｳｵ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● E

* ●
15 ﾘｭｳｷｭｳﾄﾞﾛｸｲ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ F ●
16 ﾎﾞﾗ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● F ●
17 ｺﾎﾞﾗ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ F ●
18 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● F ●
19 ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● F ●
20 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● F ●
21 ﾐﾅﾐｸﾛｻｷﾞ ○ ○ ○ ● F ●
22 ｺﾄﾋｷ ○ ○ ○ ○ ● F ●
23 ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ F ○
24 ｺﾞﾏｱｲｺﾞ ○ ○ ○ ● ○ ○ F ●

確認地点/年度

St.1

下流

St.2

上流
周縁性
淡水魚降河

回遊魚
両側
回遊魚

前田・立原
（2006）

 

注）1.種名の色は■が主に St.2 付近（汽水域上端）、■が主に St.1（汽水域下端）、■が轟川汽水域全域でみられる種。 

注）2.前田・立原（2006）による生活型区分において、*印の付いた種は、前田・立原（2006）に記載されていない種

である、他の文献等を参考に生活型を判断した。 
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図 7.18 生活区分別の種類の割合（魚類） 
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⑥ ウミガメ類調査 

ｱ） 上陸・産卵状況 

現地踏査（H24.9.19）により、飛行場灯台からの光の影響はほとんどないと考えられ

るが、飛行場北側にある 2 つの進入灯台（600m、900m）は光が海浜に届いており、その

範囲は、ウミガメ類が産卵場所として回避する可能性が考えられる。 

6 月～8 月の計 10 日間の調査において、アカウミガメの産卵 2、アオウミガメの産卵

1、種不明の上陸痕跡 1の計 4つを確認したことから（表 7.15、図 7.19）、飛行場の供

用に伴う光の影響は小さいと考えられる。 

 

表 7.15 ウミガメ類の上陸・産卵状況 

No. 確認日 種 産卵の有無 

1 2013/6/8 アカウミガメ 産卵有り 

2 2013/6/8 アカウミガメ 産卵有り 

3 2013/6/8 不明 産卵無し 

4 2013/7/5 アオウミガメ 産卵有り 

 

 

注）光の視認範囲（黄色部分） 

図 7.19 ウミガメ類の上陸・産卵の確認位置 
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6 月 8 日の調査では、アカウミガメの産卵 2（No.1、No.2）、種不明のボディピット 1

（No.3）が確認された。No.1 から No.3 は、足跡がなく、ボディピットだけ残っており、

No.1 と No.2 は産卵の可能性が考えられる。 

 

  

ボディピット（地点 No.1）  ボディピット（地点 No.2） 

  

地点 No.2 付近状況  ボディピット（地点 No.3） 

 

7 月 5日の調査では、アオウミガメの産卵 1（No.4）が確認された。アオウミガメは、

産卵後、ボディピットの後方に周囲よりも少し砂を高く盛るが、産卵巣を隠蔽するため

といわれている。このことから、当該海域においてアオウミガメが産卵したと判断した。 

 

    

ボディピット及び足跡（地点 No.4）   No.4 から見た進入灯台（900m） 
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ｲ） 仔ガメの孵化状況 

「No.1 アカウミガメ」のボディピットは、砂浜の北側の流路跡の近傍にみられた。

このボディピットは、6 月 19 日～20 日にかけて八重山地方を通過した台風 4 号による

大雨の影響により、崩壊しており、卵が流出した可能性が考えられる。 

 

  

台風の影響と考えられる流路跡  ボディピット地点 No.1 

 

「No.2 アカウミガメ」の産卵痕跡において、仔ガメが孵化した卵殻がみられた。孵化

した卵が１個体、卵内の発生中に死亡した状態が 3個体、死亡した仔ガメが 1個体であ

った。 

  

ボディピット地点 No.2  卵殻及び死亡した仔ガメ 
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